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《内閣府 男女共同参画局から》

●UN Womenによるイニシアティブ「IMPACT10×10×10」に安倍総理大臣が選出されました

●地域版「輝く女性応援会議」の開催地が決まりました

《お知らせ》

●「男女共同参画推進フォーラム」を開催します(8/20(木)～8/22(土))（文部科学省）

●「イクメンスピーチ甲子園2015」を開催します（募集：6/29～8/23）（厚生労働省）

●「イクメン企業アワード2015」・「イクボスアワード2015」を実施します（募集：6/1～7/31）（厚

生労働省）

------------------------------------------------------------

《内閣府 男女共同参画局から》

●UN Womenによるイニシアティブ「IMPACT10×10×10」に安倍総理大臣が選出されました

 6月18日、UN Women（ジェンダー平等と女性のエンパワーメントのための国連機関）は、女性のエン

パワーメントを応援するためのイニシアティブ「IMPACT10×10×10」に参加する10人の首脳の一人に

安倍総理大臣が選ばれたと発表しました。

 同キャンペーンは女性活躍を戦略的に推進する世界上位の10政府、10企業、10大学が選ばれるもので、

安倍総理の参加は、G7の政府の長としては初めてとなります。



 世界に向けたアピールに加え、日本国内でも、女性の活躍推進を応援する男性たちの輪をさらに広げて

いきたいと思います。

※詳細は外務省及びUN Women he for sheキャンペーン「IMPACT10×10×10」のホームページをご参照

ください。

 http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press4_002221.html

 http://www.heforshe.org/impact/

●地域版「輝く女性応援会議」の開催地が決まりました

 本年は、香川県で8月23日（日）に開催するのを皮切りに、北海道で8月31日（月）、山口県で9月8日

(火)、山梨県で10月29日(木)での開催を予定しています。

 本年は「地域力×女性力＝無限大の未来」を共通テーマに、各地域ごとに特色ある内容を準備中です。

 地域版「輝く女性応援会議」は、各地域で活躍する女性や、女性の活躍を応援する各界のリーダーによ

る情報発信・意見交換の場であり、また、女性が活躍する社会づくりへの機運を高めるきっかけとなる

よう内閣府と地方自治体とが協力して実施しています。

※詳細は追って男女共同参画局ホームページ上でお知らせします。

《お知らせ》

●「男女共同参画推進フォーラム」を開催します(8/20(木)～8/22(土))（文部科学省）

 (独)国立女性教育会館では、地域、大学、企業など様々な分野において、男女共同参画、ダイバーシ

ティ、女性の活躍、ワーク・ライフ・バランスなどを推進する担当者が一堂に会し、我が国の男女共同

参画の推進についてともに考える場を設けます。

 どなたでも自由に参加できます。



 主催：独立行政法人国立女性教育会館（埼玉県嵐山町）

 期日：8月20日(木)～8月22日(土)

 テーマ：一人ひとりの活躍が社会を創る

 参加費：無料（別途宿泊代などがかかる場合があります。）

 主なプログラム

 8月20日(木)林文子氏（横浜市長）による特別講演「超成熟社会の鍵は“女性”」

 8月21日(金)シンポジウム「北京世界女性会議－あの時、今、そしてこれから」など。

 このほか、フォーラム期間中は、公募による約50件のワークショップやパネル展示を開催します。

※詳細は以下をご覧ください。

 http://www.nwec.jp/jp/program/invite/2015/page04.html

●「イクメンスピーチ甲子園2015」を開催します（募集：6/29～8/23）（厚生労働省）

 厚生労働省では、育児を積極的に行う男性＝「イクメン」を応援し、男性の育児休業取得を促進するイ

クメンプロジェクトの一環として、今年度も「イクメンスピーチ甲子園」を開催します。

 今回が2回目の開催となる「イクメンスピーチ甲子園」は、働きながら育児をしている男性から、育児と

仕事の両立についての工夫、育児の楽しさや大変さといったエピソードを募集します。

 また今回は、育児に対する熱意を語る動画メッセージも併せて募集します。

 予選審査を通過した決勝進出者で、公開スピーチによる決勝戦を10月19日に行い、優勝者を決定し、表

彰します。

 厚生労働省では、これらの取組により、イクメン本人の育児と仕事との両立に関する工夫を広め、男性

の積極的な育児や、育児休業の取得を促進していきます。 

 1 募集内容

 (1)育児と仕事を両立させている男性からの、両立に関するエピソード（必須、800文字以内）。 

 (2)イクメン本人による育児に対する熱意を語る30秒動画メッセージ（任意）。

 2 募集期間



  平成27年6月29日(月)～平成27年8月23日(日)

※詳細はこちらよりご覧ください。

 http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000089472.html

●「イクメン企業アワード2015」・「イクボスアワード2015」を実施します（募集：6/1～7/31）（厚

生労働省）

 男性の育児と仕事の両立を推進する企業や個人を募集。期間は6月1日から7月31日まで。

 厚生労働省では、イクメンプロジェクトの一環として、今年度も「イクメン企業アワード」と「イクボ

スアワード」を実施します。

 「イクメン企業アワード」は、男性の育児と仕事の両立を積極的に促進し、業務改善を図る企業を表彰

します。あなたの会社の「キラリと光る取組」をご応募ください。

 「イクボスアワード」は、部下の育児と仕事の両立を支援する管理職＝「イクボス」を企業などからの

推薦によって募集し、表彰するものです。

 「彼こそが、彼女こそがイクボスだ！」という方をご推薦ください。

※詳細は以下をご覧ください。

 http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000086897.html

==========================================================

●内閣府 男女共同参画局のホームページは、男女共同参画に関する総合的な情報提供サイトです。

男女共同参画社会を実現するための法律、基本計画、関係予算等のほか、男女共同参画に関する政策・

活動等の情報を掲載しています。

http://www.gender.go.jp

●男女共同参画局メールマガジンについて



男女共同参画局メールマガジンは、隔週金曜日に配信しています。

次号は、平成27年7月24日(金)に配信する予定です。

==========================================================

●このメールは送信専用メールアドレスから配信されております。このまま御返信いただいてもお答え

できませんので御了承ください。 

□配信中止・配信先変更は、こちらから

 http://www.gender.go.jp/magazine/index.html 

□バックナンバーはこちらから 

 http://www.gender.go.jp/magazine/backnumber/index.html

□このメールマガジンへの御意見・御要望はこちらから 

 https://form.cao.go.jp/gender/opinion-0001.html

□内閣府 男女共同参画局ホームページはこちらから 

 http://www.gender.go.jp/ 

※URLをクリックしてページが表示されない場合はURLをコピーして、ブラウザにURLを貼り付けてアク

セスしてください。
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